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第２回早稲田大学・武漢大学共催国際シンポジウム（オンライン）2021 年 
 

 「東アジア近代文明の再検討」 

国際学術シンポジュウム 
 
 
      主催：早稲田大学東アジア国際関係研究所 

武漢大学日本研究センター  
新学術領域研究「和解に向けた歴史家共同研究ネットワーク」の検証     

   共催：早稲田大学先端社会科学研究所 
                              

日付： 2021 年 10 月 30 日（土） 
時間： 14：00 -18：30 (東京時間)   
方式： オンライン（Zoom） 

 
 
14：00 -14：10  主催者代表挨拶 

司会 
劉 傑    早稲田大学社会科学総合学術院教授 
登壇者          
早田 宰   早稲田大学社会科学総合学術院学術院長、教授 
胡 德坤  武漢大学人文社会科学上席教授 

14：10 -14：15  オンライン記念撮影 
14：15 -15：15  セッション１ 

座長    
林 泉忠   武漢大学日本研究センター執行主任 

武漢大学国際問題研究院教授 
講演者       

 森川祐二  長崎大学教授 
      （東アジア和解の研究回路） 
聶 長順   武漢大学中国伝統文化研究センター教授               



 

 

（近代中日アイデンティティ構築の諸相 
～「国魂」概念に関する一考察～）                           

コメンテーター  
         平井新  早稲田大学地域・地域間研究機構研究員 

王 萌   武漢大学歴史学院副教授 
 

15：15 -15：25  休 憩 
 
15：25 -16：25  セッション２ 

座長    
劉 傑   教授 
講演者  
牟 倫海  武漢大学歴史学院准教授 
           （国際秩序の文化的転向 

～文化の視点からみた戦後の日米同盟関係～） 
         矢野真太郎 早稲田大学社会科学総合学術院助手 
              （1930 年代における日中「経済提携」論の意義） 

コメンテーター 
張 騰飛 武漢大学政治与政府管理学院講師 

         野口真広 早稲田大学東アジア国際関係研究所招聘研究員 
 

16：25 -16：35  休 憩 
 

16：35 -17：35  セッション３ 
座長    
林 泉忠 教授、劉 傑 教授 
講演者   
林 泉忠  教授  
          （文化の「オリジナル性」を問う 

～『旅愁』・『送別』から見た近代日中文化交流の一考察～） 
         桑原太朗 早稲田大学社会科学研究科博士後期課程 
              （戦前日本の文化的自己認識と東西文明観──東方文化事業
を例にして） 

コメンテーター 
孫 建軍 北京大学外国語学院教授 
鄭 成    早稲田大学社会科学総合学術院准教授     
 

17：35 -17：40  休 憩 
 

 



 

 

17：40 -18：20  総合討論 
   座長    
劉 傑   教授 

18：20 -18：30  閉幕の挨拶 
劉 傑   教授 
林泉忠   教授  

 
--------------------------------------------------------------------- 
 
時間配分： 
司会：3分；講演・報告：各 20分；コメンテーター：報告毎に 5分 
 

 
 

シンポジウムの趣旨 

劉傑、林泉忠 
 
 
【東アジア近代文明の再検討】 
 
東アジアの近代文明は、西洋文明への受容と抵抗、地域内の伝統文化に対する継承と批判の過
程のなかで形成されたものである。その形成プロセスは極めて複雑であったにもかかわらず、従
来は単純なパラダイムで説明され、広く受け入れられてきた。本シンポジウムは、脱伝統の近代
東アジア文明が、東アジアの歴史文脈のなかでどのように形成し、発展してきたのか、について
検討を行う。 
 

【东亚近代文明的再审视】 

 

东亚近代文明是在对西方文明的接受与抵抗、对区域内传统文化的继承和批判的过程中形成

的。尽管其形成过程错综复杂，但人们却常将其回收至简单的范式框架内进行解释。本研讨会将就

“去传统”的近代东亚文明如何在东亚的历史语境中形成和发展这一问题展开探讨。 

 



 

登壇者（登壇順） 

 
劉 傑 

早稲田大学 

社会科学総合学術院教授 

 
早田 宰 

早稲田大学 

社会科学総合学術院 

学術院長、教授 

 
胡 德坤 

武漢大学 

人文社会科学上席教授 

 
林 泉忠 

武漢大学 

日本研究センター執行主任 

国際問題研究院教授 

 

森川 祐二 

長崎大学 

教授 

 
聶 長順 

武漢大学 

中国伝統文化研究センター

教授 

 
平井 新 

早稲田大学 

地域・地域間研究機構 

研究員 

 
王 萌 

武漢大学 

歴史学院副教授 

 
牟 倫海 

武漢大学 

歴史学院准教授 

 
矢野 真太郎 

早稲田大学 

社会科学総合学術院助手 

 

張 騰飛 

武漢大学 

政治与政府管理学院講師 

 
野口 真広 

早稲田大学 

東アジア国際関係研究所 

招聘研究員 

 

桑原 太朗 

早稲田大学 

社会科学研究科博士課程 

 

孫 建軍 

北京大学 

外国語学院教授 

 
鄭 成 

早稲田大学 

社会科学総合学術院准教授 
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	顔写真
	原稿
	（牟伦海）发表PPT（日文）
	武漢大学報告PPT（矢野）
	（桑原）戦前日本の文化的自己認識と東西文明観



